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: は じ め に

ヤマセ常襲地帯では,小麦の登熟期間がヤマセの影響に

より低温・少照 多湿となるため,作柄が不安定であると

ともに品質の低下が著しい。また,登熟日数は年次変動が

大きく収穫適期の把握が困難である。そこで,当地域にお

ける良質安定多収のための収穫適期を収穫時期別収量 品

質から検討したので報告する。なお,加工適性調査は東北

農業試験場で実施したものであり,担当された栽培第二部

作物第 5研究室の関係者に謝意を表する。

2試 験 方 法

(1)試験期間 : 昭和57～ 59年 (播種年度 )

0)供試品種 : キタカ ミコムギ

0)耕種概要 : 9月 1日 から約10日 ごとに 4回 ,α 当

たり08″を ドリル播き (条間30")し た。施肥量は a当

たりN06+03″ , P20509″ ,K2008″ ,石

灰10″ ,熔燐10″又は苦土重焼燐 6● ,堆肥150″ とした。

追肥は硫安を使用し,越冬後茎立前に施用した。ただし,

昭和57年は追肥を中止した。

“

)収穫時期及び乾燥方法 : 出穂後35日 (昭58)～ 45

日(昭59)か ら5日 ごとに 1区30″坪刈後自然乾燥 した。

6)製粉調査 : ブラベングー社テストミル使用。

“

)ア ミログラム測定 : A粉を用いブラベンダー社ア

ミログラフで行った。

3 試験結果及び考察

(1)積算温度と子実水分

各刈取時期における出穂期以降の平均気温の積算温度 と

子実水分との間には高い負の相関関係が認められた。しか

し,子実水分の減少傾向は年次によって異なり,登熟期間

にヤマセ気象が著しかった57年は子実水分の減少が緩慢で

あった。一般にバインダー刈りの許容水分といわれる子実

水分40%の到達は,57年が出穂後積算温度約900℃ ,59年

では約850℃ であった。また,コ ンバイン刈りの適水分30

%の到達は,57年 は約 1,050℃ ,59年が約950℃ であり,

図1 積算温度と子実水分

限界水分の子実水分18%は ,59年では約1,050℃ で到達 し

たが,登熟が遅延した57年では1,200℃ 以上を要 した。

●)積算温度と千粒重・収量 品質

子実千粒重は,ヤ マセが卓越 し登熟期間が低温・少照

多湿となった57年では各播種期とも著しく劣り,近藤ら1)

の結果と一致した。また,千粒重は出穂後積算温度850℃

から900℃ で最大となり,子実収量もこの前後においては

ぼ最多収を示した。この時期は各年次 播種期の成熟期と

はぼ一致し,播種期の早晩による変動 も認められなかった。

出椰後薇算墨度 t'

図 2 積算温度と千粒重

検査等級は,登熟期間が比較的好天で経過した58・ 59年

では,各刈取時期とも1～ 2等級で良質であったが,57年

では倒伏が著しく発生 した区を除いて ,出穂後積算温度
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850℃ から1,050℃ で良質となり,こ れ以降では退色粒が

発生,以前では未熟粒が多く品質が劣った。この結果は永

沼ら2)の津軽地域における検討結果より積算温度で約50℃

遅い時期であり,ヤ マセ常襲地帯の特異性が示唆された。

に)加工適性

製粉歩留りは,年次 播種期の早晩による変動が少なかっ

表 1 播種期別・収穫時期別収量品質

た。また,刈取時期によっても大きな差が認められなく,

57年でも出穂後積算温度850℃ 以上で約70%以上とはぼ一

定となった。

アミログラム最高粘度 (MV)は ,播種期の早晩によ

る明らかな傾向がみられなかったが,各播種期とも刈取時

期が遅くなるほど漸減 した。しかし,刈取時期の降雨条件

い 野 ご 吋

＼,馬

注 . :昭和57年は 9月 H日播き

指 鮨 罐
収穫時期と製粉歩留り及びアミロ最高粘度

と比較すると明らかに降雨後の刈取でMV値が著しく低下  ことが明らかとなった。

していることから,ア ミログラム最高粘度の低下は降雨の
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影薔によるものであると考えられた。

1)近藤和夫,伊藤誠治 1985 小麦の登熟性に関する研

4 ま  と  め            究  第 2報 ヤマセ気象要因 (温度・ 日照 湿度 )が

ヤマセ常襲地帯における良質安定多収のための収穫適期   小麦の登熟に及ぼす影響  東北農業研究 37:79-80

を検討した結果,収穫適期は播種期の早晩による変動がみ  2)氷 沼昌雄,穴水孝道,高橋晶子 1981 子実水分と千

られなく,子実水分 千粒重 収量・品質から,出穂後積   粒重等の推移からみた小麦の刈取適期について  東北

算温度850℃ ～1,050℃ が適当であると考えられた。また,   の農業気象 26:48-51

アミログラム最高粘度は降雨直後の収穫で著 しく低下する
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